
2021年度 壮年部春季・秋季弓道大会 アンケート結果

大会開催についてのご意見

弓道に対しての意識調査

■総括：コロナ禍の集合開催はに不安を持つ人もいたが、データを集計する記録会に物足りなさを感じている
人が多く、感染対策実施の上での分散開催は参加者の期待に応えられたと考えている。

NOYES

春季大会(4月) 回答数：54 秋季大会(11月) 回答数：48

参加してよかったですか？

分散開催はよかったですか？

全員参加の大会運営は理解できましたか？

日頃の弓道修練は楽しいですか？

弓道競技参加は楽しいですか？

審査受審は楽しみ(ワクワク・ドキドキ)ですか？

弓道は生活を豊かにしていますか？

体力が続く限り弓道に取り組みますか？

級友との交流は楽しいですか？

考察
・約90%の人が普段の弓道生活に満足している
・審査を楽しいと感じている人は約半数
・ほとんどの人が、弓道が生活に良い影響を与えていると感じ、
今後も活動意思がある

参加者コメント
・久しぶりの緊張感が楽しかった
・通信大会で開催よりも分散開催の方が嬉しい
・密を避けるためとはいえ、分散開催は寂しい(物足りない)
・参加者全員で役割分担し、係の負担が集中せずによかった
・感染リスク、仕事の都合で参加をあきらめた


